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(論文審査の要旨)  
学士（工学）、修士（工学）、浜田梨沙君提出の学位請求論文は、「血管内皮細胞および赤血球に対
する光増感反応作用の生体外実験系および光モニタリング技術」と題して、10章から構成されて
いる。申請者は光増感反応を利用した治療における安全性を高めるため、血管および赤血球に対す
る副作用を検討できる生体外実験方法および装置を開発した。 
第 1章では、光増感反応を用いた治療における副作用である血管内皮細胞障害と溶血に関する
背景を述べた。 
第 2章では、光増感反応の原理とこの反応を用いた治療について述べた。 
第 3 章では、血管内皮細胞の生理学に関して説明し、光増感反応を用いた治療における血管内
皮細胞障害が治療効果に及ぼす影響に関して述べた。そして、薬剤投与後早期 (15-30 min) の健
常組織に対する光増感反応を用いた治療における血管内皮細胞障害の生体外実験系での基礎検討
法の提案を行った。 
第 4 章では、ヘモグロビンをはじめとする血液に関する生理学について説明し、溶血発生の影
響に関して述べた。そして、現行の溶血度安全性評価法の課題を示し、溶血進行を反応効率に関わ
る溶液内酸素分圧と共に経時的に測定できる光学的計測法を提案した。 
第 5 章では、タラポルフィンナトリウム投与後早期における健常組織血管に対する光増感反応
を用いた治療での血管内皮細胞障害を (i) 生体外実験系における死細胞率計測、(ii) 生体実験系
における標本観察、により調査し、両者の結果の対応を検討した。 
第 6 章では、光増感反応による赤血球膜破裂およびヘモグロビンの酸化進行を、反応速度を支
配する酸素の情報と併せて経時的に測定する計測系の構築を行い、励起光照射中の血液試料の各種
ヘモグロビン濃度変化を明らかにした。 
第 7 章では、異なるヘマトクリット値の光学試料における酸素化ヘモグロビン濃度変化や、酸
素飽和度から求めた酸素分圧と酸素電極法による測定値の比較などから、提案計測法で得られた溶
存酸素濃度に関係する情報の妥当性を評価した。 
第 8 章では、提案計測法により得られた酸化進行に着目し、メトヘモグロビン濃度と溶血度の
関係や、試料溶液の酸化進行動態を光感受性薬剤の退色により検討した。また、光増感反応の酸化
作用効率に関わるアルブミンを加えたときの各種ヘモグロビン濃度変化を調査した。 
第 9 章では、第 5 章から第 8 章で得られた知見に関して総括的な検討を加えた。薬剤投与後早
期の健常組織を対象とした光増感反応を用いた治療における血管内皮細胞や赤血球の酸化障害の
基礎検討として、本研究で提案した生体外実験系による基礎検討法の有用性に関して論じた。 
第 10章は、本研究の結論である。 
以上要するに、本論文は、光増感反応治療における血管内皮、および赤血球の障害に関して、生体
外実験系で検討する方法･装置型式を提案したものであり、腫瘍治療学、不整脈治療学、さらに医
工学の分野において、工学上、工業上寄与するところが少なくない。よって，本論文の著者は博士
(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について当該委員会で試問を行い、当該学
術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
